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はり治療による長胸神経麻痺に関する報道についての照会 
 

謹 啓 

 秋涼の候 貴社におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます 

 

 公益社団法人 全日本鍼灸学会、日本伝統鍼灸学会、公益社団法人 日本鍼灸師会、公益

社団法人 全日本鍼灸マッサージ師会、公益社団法人 日本あん摩マッサージ指圧師会、公

益社団法人 全国病院理学療法協会、社会福祉法人 日本盲人会連合、公益社団法人 東洋療

法学校協会、日本理療科教員連盟は、国家資格である「はり師」と「きゅう師」いわゆる

鍼灸師が所属する団体であり、鍼灸学術の振興ひいては国民に安全で安心な治療を提供す

ることを目的とするものであります。 

去る 9 月 10 日（日）に、貴社所属のトレーナーの医療過誤に関する記事が複数の新聞社

によって伝えられました。記事では、はり治療によって長胸神経麻痺が発生したとのこと

ですが、業界全体が大変な驚きをもって報道を受け止めているところであります。また、

鍼灸師のみならず、一般の患者ならびにマスメディアからも多数の問合せが届いており、

その多くは一般的なはり治療でそのような医療事故は起こりえるのか、また、今後の事故

を防止するためにも施術内容ならびに診断に至った経緯を明らかにして欲しいというもの

であります。 

本報道は、現在、はり治療を受けておられる患者とそのご家族、これから治療を受けよ

うと考えている方、治療にあたっている鍼灸師ならびに関係者に大きな不安を与えており

ます。我々鍼灸関連団体としましては、事件の詳細を明らかにすることによって、上記問

い合わせに対して可能な限り正確な説明を行い、鍼灸師により適切な安全対策を講じさせ、

今回の報道で生じたはり治療に対する国民の不安を軽減したいと考えております。 

つきましては、施術から診断に至るまでの詳細な経緯について別添の質問状(2 枚)にご回

答いただきますようお願い申し上げます。また、可能でありましたら担当医師、鍼灸師に

直接お話が伺えればと考えております。ご多用のところ大変恐縮ですが、本照会の主旨を

ご理解いただきご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。なお、本照会状は、報

道各機関にも公開させて頂くことを申し添えます。 

 末筆ながら、貴社の益々のご発展を祈念いたします。 
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平成 29 年 9 月 21 日 

質問状① 
 
本件におきまして、診察ならびに診断されました医師の先生にお聞き致します。 
 
Q1. 報道によれば長胸神経麻痺とありますが、本件の正確な診断名とその理由（所見）を

お聞かせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q2. 報道によれば、はり治療が長胸神経麻痺の原因とありますが、これは事実でしょうか？

もしも事実であるならば、はり治療を原因とした理由（因果関係）と他の原因を除外
した理由をお聞かせください。また、はり治療前から長胸神経麻痺を疑う所見がなか
ったかお教えください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
Q3. 患者の転帰についてお聞かせ下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q4. もしもはり治療が長胸神経麻痺の原因であると考えであるならば、どのような安全対

策を施せば、今回の事故を避けることができたとお考えでしょうか？ご意見をお聞か
せ下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
Q5. 上記に加えて、本件に対するご意見ご感想をお聞かせ下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



平成 29 年 9 月 21 日 
 

質問状② 
 
本件におきまして、はり治療を行われたトレーナーの先生にお聞き致します。 
 
Ｑ1. 本件に関するはり治療の詳細（主訴と治療の目的、使用鍼のサイズ、刺鍼部位・方向・

深度・強度、等）についてお教え下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q2. 報道によれば、はり治療が長胸神経麻痺の原因とありましたが、刺鍼時あるいは刺鍼

後に神経を傷害したことを示唆する現象（強い鍼響、痛み、シビレ、筋の単収縮、等）
はございましたか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
Q3. 上記の質問を踏まえて、はり治療が今回の事故の原因とお考えでしょうか？ 

もしもそうであるならば、どのような施術行為が原因であったか、どうすればこれを
防ぐことができたとお考えでしょうか？ご意見をお聞かせください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
Q4. 上記に加えて、本件に対するご意見ご感想をお聞かせ下さい。 
 
  
 
 
 
 


